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Psychonomic Society 's  57 t h  Annual Meeting（アメリカ合衆国

ボストン市で開催）にて 11 月 18 日にポスターセッション

で発表を行い、参加者と意見交換を行った。  
 

発表タイトルは以下の通りである：  
 

The Posit ive Inf luence of Elementary School English-language 
Activi t ies on Attentional Abil i t ies and Automatizat ion of  
English Stroop and Reverse-Stroop Effects: A three-year 
cross-sequential study 
 本研究 は小学 校外 国語活動 を経験 して いる２つ の学年

（初年度の小学５年生と中学１年生）の日本人英語学習者

を対象に３年間にわたりストループ効果と逆ストループ効

果の変容を探ったものである。  
 
 詳細は別の PDF ファイルを参照願います。  
 

 


